
令和６年度PTA活動
対面での集まりが緩和され、今までZOOM やオンラインで行われていた

イベントが次第に復活し、活気を感じる一年でありました。

会員の皆様からのご協力とご理解のおかげで活動を行うことできました。

今年度の主だったPTA活動を以下にてご報告させていただきます。

令和６年度会⻑
佐藤央輝



執⾏部
・役員会 全８回

・PTA便りの発⾏ 第１号から第８号までを発⾏
・海外に⾞椅⼦を送る会への協⼒
・執⾏部主催学習会

『マッスルスーツEVERY』試着会

・運営委員会 全５回

誰もが自由に発言できる和気藹々とした雰囲気の中で、
笑顔あり、笑いありの活動でした。



学年部
・部会 全５回
・学年部主催学習会
『嚥下障害のあるお⼦さんの災害時の⾷事について』

講師︓スナック都ろ美 ⻑峰⽒

・こだいら通信の発⾏
講師︓宮源

「有事の際にはどうしようか？」そんな会員の身近な課題を
学習会で取り上げてくださりました。
また、会員の皆さまからのご意見の吸い上げなど、
執行部と連携をとりながらPTAを支えてくださいました。



夏祭り・⽂化祭実⾏部

・⽂化祭での出店 ２⽇間
『チェキ撮影会』
『消しゴムはんこメモ帳作り』
『千本引き』
当⽇は多くのボランティアの⽅にご協⼒いただきました

私もボランティアで参加させていただきました！
子どもの学校での表情、お友達とのつながり。
学校という場での普段は見られない
子どもの一面を見ることができました。



地域進路部
・部会 全２回
・各市への要望書作成・提出
・各市福祉課との懇談会
・施設⾒学の設定と開催

みなさんがちょっと気になる地域の施設への見学や
各市福祉課への地元ならではの意見交換など、
生活に寄り添った活動を行なっていただきました。



こげらの会

・こげらの会保護者会 ６⽉・１０⽉・２⽉

・災害時⽤⾜ぶみ吸引器のお試し会

・備蓄品場所及び物品確認

医療的ケアのある子どもだからこそ、知っておくべき、体験しておくべき！
家庭を離れた学校という場所だからこそ
保護者の皆さんが「安心して子供を送り出せる環境作り」を
行なっていらっしゃいました


